
2023年
プラスチックごみ

総排出量
769万トン

マテリアルリサイクル　171万トン
回収したプラスチックを洗浄・粉砕・溶解などの
処理により、再びプラスチック原料として再利用する。

ケミカルリサイクル　26万トン
熱や薬品により化学的に分解し、
再び原料や化学製品として再利用する。

サーマルリサイクル(熱回収)　492万トン
使用済みプラスチックを燃焼させ、
その際に発生する熱を回収・利用する。

埋め立て　24万トン単純焼却　58万トン

プラマーク　　　　　がある汚れていない容器や包装

たとえば…
たまごパック、豆腐パック、
プリンなどの容器、
お菓子の包装袋、
みかんのネット、
トレイ類、ボトル類　　　など

プラスチック製容器包装収集袋に入れるもの
（養老町指定の赤い収集袋）

燃やせるごみ収集袋に入れるもの
（養老町の緑のごみ収集袋）

たとえば…
プラスチックでできた製品（バケツ、
文房具、おもちゃ、プラケースなど）、
汚れている容器、台所ゴミ（水切り
をしてから入れる）、ゴム、革製品、
木くず、剪定枝　　　　　　 など
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プラスチックごみのゆくえ

資源として再利用する（リサイクル）　　　　　※プラマークがあるプラスチック製容器包装

“持続可能な養老のまちづくり”“持続可能な養老のまちづくり”“持続可能な養老のまちづくり”

ご報告
・５月31日（土）に開催した牧田川クリーン活動には55人の参加があり、ポイ捨てされていたペットボトル、缶、弁当容
器など、燃やせるごみを50kg、燃やせないごみを40kg回収しました。また、牧田川の水質は生活排水が入り込み、少
し汚れていました。
・６月13日（金）に開催した菜園講座には88人の参加があり、生ごみ堆肥や栄養豊富な米のとぎ汁の有効利用を推奨する
とともにもったいないバサーを開催し、自然環境を守るための学びへと繋げました。また、廃油を17L回収しました。

　物価上昇などの著しい社会情勢の変化に伴い、９月１日（月）からし尿汲み取りおよび浄化槽清掃料金が改定され
ることとなりました。
　なお、各料金については、浄化槽清掃業許可業者である養清興業株式会社（☎32－0586）までお問い合わせください。

プラスチックは安価で軽く、便利な素材として身の回りの多くの製品に使われています。しかし、人の手を離れ、自然
環境中に出てしまうと、分解されずに半永久的に残存し続けます。

全体の72％は焼却され、
CO₂が排出されています。


